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1. 平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第１四半期 4,271 △5.3 167 10.9 126 20.6 168 114.7

22年３月期第１四半期 4,511 △2.0 150 ― 104 ― 78 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第１四半期 7 88 7 71

22年３月期第１四半期 3 67 3 59

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第１四半期 15,299 5,198 33.9 242 54

22年３月期 15,521 5,032 32.4 234 75

(参考) 自己資本 23年３月期第１四半期 5,189百万円 22年３月期 5,023百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0 00 ― 0 00 0 00

23年３月期 ―

23年３月期(予想) 0 00 ― 0～5 00 0～5 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 8,420 △7.4 315 16.7 240 34.6 195 41.1 9 11

通期 16,000 △6.1 390 23.4 240 76.0 145 ― 6 78



 

 
(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

   (注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

   (注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務

諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期１Ｑ 21,504,347株 22年３月期 21,504,347株

② 期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 105,701株 22年３月期 104,701株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 21,399,146株 22年３月期１Ｑ 21,403,262株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第１四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、雇用・所得不安による個人消費の低迷やデフレ状
態が続き、依然として厳しい状況で推移しました。 
 当社グループの主力事業である外食業界におきましても、消費者の節約志向や業種・業態を超えた低価
格競争の激化や天候不順が続いたこと等により、厳しい環境の中での営業となりました。 
 このような状況の中、当社グループは財務体質の改善と利益確保に注力するとともに、何よりも食の
「安全・安心」にこだわり、安楽亭グループならではの魅力あふれる商品を適正な価格で、おもてなしの
心を込めて提供することに努めてまいりました。 
 また、提供する商品のおいしさの追求に加えて、接客や店舗空間のあり方についても時代に対応した新
たなものに変革するために、人材の採用や教育、調理の改善プロジェクト等を鋭意進めてまいりました。
 当第１四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高42億71百万円（前年同四半期比5.3％減）、
営業利益１億67百万円（前年同四半期比10.9％増）、経常利益１億26百万円（前年同四半期比20.6％
増）、四半期純利益１億68百万円（前年同四半期比114.7％増）となりました。 

  
セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

 なお、当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第
17号 平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準
適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用したことに伴い、以下のセグメンテーションに変更しており
ます。 

＜安楽亭業態＞ 
安楽亭業態の当第１四半期連結会計期間末の店舗数は209店舗であります。内訳は直営170店舗、暖簾５

店舗、ＦＣ34店舗であります。 
 「安楽亭」では、商品力向上のため、お値打ち和牛店舗を推進しており、現在安楽亭業態の半分以上の
店舗がお値打ち和牛実施店舗となりました。 
 以上の結果、安楽亭業態の当第１四半期連結会計期間の売上高は36億24百万円となり、セグメント利益
は２億46百万円となりました。 

＜七輪房業態＞ 
七輪房業態の当第１四半期連結会計期間末の店舗数は24店舗であります。内訳は直営21店舗、暖簾１店

舗、ＦＣ２店舗であります。 
 七輪房業態への業態転換につきましては、現在、消費者の節約志向等のトレンドを踏まえ、転換を一旦
停止しております。 
 以上の結果、七輪房業態の当第１四半期連結会計期間の売上高は４億69百万円となり、セグメント利益
は32百万円となりました。 

＜その他業態＞ 
その他業態の当第１四半期連結会計期間末の店舗数は19店舗であります。内訳は直営９店舗、暖簾７店

舗、ＦＣ３店舗であります。 
 なお、その他業態には、「からくに屋（焼肉）」、「ＴＥＲＲＡＰＬＡＴＥ（焼肉）」、「楽コンセプ
ト（焼肉）」、「まんぼく（焼肉）」、「国産牛カルビ本舗安楽亭（焼肉）」、「和牛カルビ屋（焼
肉）」、「Ｖａｒｉｅ（フレンチ）」、「カフェビーンズ（喫茶）」、「春秋亭（和食）」、「上海菜館
（中華）」、「龍饗（中華）」等を含んでおります。 
 以上の結果、その他業態の当第１四半期連結会計期間の売上高は１億77百万円となり、セグメント損失
は３百万円となりました。 

  

① 連結財政状態の変動状況 
当第１四半期末の資産については、前連結会計年度末に比べ２億22百万円減少し、152億99百万円と

なりました。これは、現金及び預金が減少したこと及び有形固定資産の減価償却等が要因です。負債に
ついては、前連結会計年度末に比べ３億88百万円減少し、101億円となりました。これは、借入金の減
少及び設備購入に係る割賦未払金の支払により割賦未払金及び長期割賦未払金が減少したこと等が要因
です。純資産については、前連結会計年度末に比べ１億66百万円増加し、51億98百万円となりました。
これは主に、四半期純利益の計上によるものです。 

② キャッシュ・フローの状況の分析 
 当第１四半期連結会計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下の通りであります。 
 当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、33百万円の収入となり、
前年同四半期に比べ60百万円の収入の減少となりました。主な収入の減少要因は、税金等調整前四半期
純利益187百万円を計上したものの、仕入債務の減少額55百万円、預り金の減少額76百万円等の支出が
あったことによるものです。 
 当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、24百万円の収入となり、

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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前年同四半期に比べ29百万円の収入の減少となりました。これは、定期預金の払戻による収入がなかっ
たこと、敷金及び保証金の回収による収入が前年同四半期に比べ24百万円減少したこと等によるもので
す。 
 当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、２億24百万円の支出とな
り、前年同四半期に比べ81百万円の支出の減少となりました。主な支出の減少要因は、長期借入金の返
済による支出が前年同四半期に比べ33百万円少なかったこと、割賦債務の返済による支出が前年同四半
期に比べ47百万円少なかったこと等によるものです。 
 以上の結果、当第１四半期末の現金及び現金同等物は、８億62百万円となりました。 

  

当第１四半期の業績は概ね当初の予想通りに推移しており、第２四半期連結累計期間及び通期の業績に
つきましても、現時点では平成22年５月14日に公表いたしました業績予想と変更はございません。 
 なお、業績予想につきましては、本資料の発表日において入手可能な情報に基づき当社で判断したもの
であり、実際の業績は今後様々な要因によって予想と異なる場合があります。 

  
  

 該当事項はありません。 
  

  該当事項はありません。 
  

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 
当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号
平成20年３月31日）を適用しております。 
 なお、これによる四半期連結財務諸表に与える影響はありません。 

  
（四半期連結損益計算書関係） 
「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づき財務諸表

等計算規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に伴い、当第
１四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

当社グループは、前連結会計年度において、２期連続して当期純損失を計上したため、一部のシンジ
ケートローン契約等に付されている財務制限条項に抵触しております。その結果、継続企業の前提に重
要な疑義を生じさせるような状況が存在しております。 
 当社グループは、当該重要事象等についての分析・検討を行った結果、外食業界として店舗展開する
ことで地域の顧客の認知度が高まり、現金商売であることからキャッシュ・フローが安定していること
（前連結会計年度の営業キャッシュ・フローは、６億96百万円）、数年間で不動産等の物件売却を進め
て過剰債務を減少させてきたこと等の実績を踏まえて、当該状況を解消すべく、対応策として①金融機
関との継続的な協議、長期返済契約合意の推進、②収益力のさらなる強化、③物件売却に努めておりま
す。 
 当社グループは金融機関に対し、「経営改善計画」についての説明を行い、各シンジケートローン契
約の参加金融機関と当初の長期返済計画に基づき、返済契約を引き続き期間一年で更新しており、協定
書を締結しております。また、シンジケートローン契約等に付されている財務制限条項を大幅に条件緩
和する変更契約につきましては当該関連金融機関49社中47社の合意を得ており、これにより物件売却を
弾力的に行うことが可能となっております。このように主要金融機関からも引き続き強力な支援をいた
だいており、返済契約の更新については合意の継続性が形成されつつある中、ローコスト化への経営改
革に取り組んでおり、収益力は大幅に改善しております。 
 以上のような諸事情に鑑み、当社グループは、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められな
いと判断し、継続企業の前提に関する注記を行わない、と当社グループは結論付けております。 

  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要

(4) 継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 865,444 1,032,353

受取手形及び売掛金 222,539 251,878

商品及び製品 102,278 102,486

仕掛品 386 317

原材料及び貯蔵品 266,822 244,521

前払費用 254,023 264,691

繰延税金資産 1,035 2,083

その他 190,354 110,694

貸倒引当金 △2,076 △4,632

流動資産合計 1,900,807 2,004,395

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,312,285 3,397,834

機械装置及び運搬具（純額） 25,232 26,593

工具、器具及び備品（純額） 103,173 106,296

土地 6,209,820 6,209,820

有形固定資産合計 9,650,512 9,740,545

無形固定資産 98,445 98,035

投資その他の資産

投資有価証券 56,265 58,130

長期貸付金 947,285 959,319

長期前払費用 45,962 44,628

繰延税金資産 11,764 12,895

敷金及び保証金 3,281,668 3,308,670

その他 67,588 68,845

貸倒引当金 △761,150 △773,770

投資その他の資産合計 3,649,383 3,678,718

固定資産合計 13,398,341 13,517,298

資産合計 15,299,149 15,521,694
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 375,002 431,000

短期借入金 7,080,216 6,960,419

未払金 212,914 182,035

未払費用 513,501 460,238

未払法人税等 16,953 91,966

未払消費税等 84,099 57,884

賞与引当金 37,951 75,900

割賦未払金 327,593 387,959

設備関係未払金 22,873 18,824

その他 98,602 183,323

流動負債合計 8,769,708 8,849,552

固定負債

長期借入金 580,208 805,425

繰延税金負債 131,938 131,938

退職給付引当金 118,329 120,700

役員退職慰労引当金 228,469 247,099

長期割賦未払金 200,782 263,443

その他 70,985 71,195

固定負債合計 1,330,712 1,639,802

負債合計 10,100,420 10,489,354

純資産の部

株主資本

資本金 3,182,385 3,182,385

資本剰余金 2,537,401 2,537,401

利益剰余金 △431,823 △600,414

自己株式 △65,090 △64,679

株主資本合計 5,222,872 5,054,693

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △32,923 △31,133

評価・換算差額等合計 △32,923 △31,133

新株予約権 8,780 8,780

純資産合計 5,198,728 5,032,339

負債純資産合計 15,299,149 15,521,694
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(2) 四半期連結損益計算書

【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 4,511,602 4,271,208

売上原価 1,630,213 1,537,690

売上総利益 2,881,389 2,733,518

販売費及び一般管理費 2,730,541 2,566,259

営業利益 150,847 167,259

営業外収益

受取利息 11,863 10,523

受取配当金 624 729

受取地代家賃 6,454 2,729

その他 9,684 6,416

営業外収益合計 28,627 20,397

営業外費用

支払利息 69,796 57,283

その他 5,039 4,216

営業外費用合計 74,835 61,500

経常利益 104,639 126,157

特別利益

貸倒引当金戻入額 773 15,175

受取補償金 － 48,176

特別利益合計 773 63,352

特別損失

固定資産除却損 4,658 371

減損損失 － 1,907

投資有価証券評価損 － 100

訴訟関連損失 2,202 －

特別損失合計 6,860 2,379

税金等調整前四半期純利益 98,553 187,130

法人税、住民税及び事業税 17,958 16,360

法人税等調整額 2,083 2,179

法人税等合計 20,041 18,539

少数株主損益調整前四半期純利益 － 168,590

四半期純利益 78,511 168,590
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 98,553 187,130

減価償却費 136,658 109,900

減損損失 － 1,907

貸倒引当金の増減額（△は減少） △773 △15,175

賞与引当金の増減額（△は減少） △40,600 △37,949

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,071 △2,370

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,868 △18,630

受取利息及び受取配当金 △12,487 △11,252

支払利息 69,796 57,283

為替差損益（△は益） 1 2

受取補償金 － △48,176

固定資産除却損 4,658 371

投資有価証券評価損益（△は益） － 100

訴訟関連損失 2,202 －

売上債権の増減額（△は増加） 21,962 29,339

たな卸資産の増減額（△は増加） △20,392 △22,163

仕入債務の増減額（△は減少） 4,917 △55,997

未払金の増減額（△は減少） △8,824 30,927

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,747 26,214

未払費用の増減額（△は減少） 77,665 52,957

預り金の増減額（△は減少） △14,068 △76,913

その他 △74,270 △65,568

小計 235,189 141,938

利息及び配当金の受取額 12,560 10,200

利息の支払額 △76,269 △50,287

訴訟関連損失の支払額 △2,202 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △75,503 △68,803

営業活動によるキャッシュ・フロー 93,774 33,048
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（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5,026 －

定期預金の払戻による収入 85,020 －

有形固定資産の取得による支出 △55,643 △10,973

有形固定資産の除却による支出 － △314

無形固定資産の取得による支出 △6,286 △7,220

投資有価証券の取得による支出 △24 △25

敷金及び保証金の差入による支出 △402 －

敷金及び保証金の回収による収入 60,459 35,810

貸付金の回収による収入 3,278 6,293

預り保証金の返還による支出 － △510

預り保証金の受入による収入 － 300

投資その他の資産の増減額（△は増加） △27,072 1,100

投資活動によるキャッシュ・フロー 54,303 24,461

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △10,500 △10,500

長期借入金の返済による支出 △128,755 △94,920

割賦債務の返済による支出 △165,589 △118,536

自己株式の取得による支出 △575 △411

配当金の支払額 △7 △48

財務活動によるキャッシュ・フロー △305,427 △224,416

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1 △2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △157,350 △166,909

現金及び現金同等物の期首残高 1,125,068 1,029,340

現金及び現金同等物の四半期末残高 967,718 862,431
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 当第１四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

  該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、事業内容の種類により区分しております。 

２ 各事業区分の主な内容 

  ①レストラン事業   …ファミリーレストランの店舗展開・運営 

  ②食材加工販売事業  …食材の仕入・加工販売 

  ③酒・タバコ販売事業 …酒・タバコの仕入販売 

  ④食品・酒類卸販売事業…食品・酒類の卸販売 

  ⑤運送事業       …食材等の配送 

  ⑥その他事業      …不動産賃貸業、ソフトウェア開発業 

  

(追加情報) 

 当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号
平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指
針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。これに伴い、従来の事業の種類別セグメントから、
下記の報告セグメントに変更しております。 

  

１  報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取
締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているも
のであります。 
 当社グループはレストラン事業における焼肉レストランを主要事業として、ブランドごとの包括的な
事業戦略を立案し、事業活動を展開しております。 
 従って、当社グループは焼肉レストランの主要業態「安楽亭業態」、「七輪房業態」及び「その他業
態」の３つを報告セグメントとしております。 
 「安楽亭業態」は、郊外型で開放的な空間での焼肉をリーズナブルな価格で提供しております。「七
輪房業態」は、焼肉部門第二の核として「安楽亭業態」より客単価の高い設定で、個室を多く配置し、
落ち着いた空間での食事を提供しております。「その他業態」は、「からくに屋（焼肉）」、「ＴＥＲ
ＲＡＰＬＡＴＥ（焼肉）」、「楽コンセプト（焼肉）」、「まんぼく（焼肉）」、「国産牛カルビ本舗
安楽亭（焼肉）」、「和牛カルビ屋（焼肉）」、「Ｖａｒｉｅ（フレンチ）」、「カフェビーンズ（喫
茶）」、「春秋亭（和食）」、「上海菜館（中華）」、「龍饗（中華）」等を含んでおります。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報等

【事業の種類別セグメント情報】

レストラン 
事業 
(千円)

食材加工 
販売事業 
(千円)

酒・タバコ
販売事業 
(千円)

食品・酒類
卸販売事業
(千円)

運送事業 
(千円)

その他 
事業 

(千円)

計 
(千円)

消去又は 
全社 
(千円)

連結 
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に対
する売上高

4,148,374 323,398 891 31,914 5,333 1,689 4,511,602 ─ 4,511,602

 (2) セグメント間
の内部売上高
又は振替高

─ 1,214,159 208,049 210,732 89,141 19,101 1,741,185 (1,741,185) ─

計 4,148,374 1,537,557 208,941 242,647 94,475 20,790 6,252,787 (1,741,185) 4,511,602

営業利益 126,116 31,919 3,959 4,766 2,269 1,769 170,801 (19,954) 150,847

【セグメント情報】
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２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日) 

（単位：千円） 

 
(注) １ セグメント利益又は損失の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。 

(注) ２ セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

(固定資産に係る重要な減損損失) 

「安楽亭業態」セグメントにおいて、１店舗の一部が道路収用予定のため、減損損失を計上しておりま
す。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては1,907千円であります。 

(のれんの金額の重要な変動) 

該当事項はありません。 

(重要な負ののれん発生益) 

該当事項はありません。 

  

 当第１四半期連結会計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日) 

  該当事項はありません。 

  

  

  

  

  

報告セグメント
合計

調整額 
(注)１

四半期連結損
益計算書計上

額 
(注)２

安楽亭業態 七輪房業態 その他業態 計

売上高

 外部顧客への売上高 3,624,158 469,367 177,683 4,271,208 4,271,208 ― 4,271,208

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 3,624,158 469,367 177,683 4,271,208 4,271,208 ― 4,271,208

セグメント利益又は 
損失（△）

246,408 32,685 △3,645 275,447 275,447 △108,188 167,259

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

㈱安楽亭(7562)平成23年３月期　第１四半期決算短信

－ 10 －




